
「銀座ＮＡＧＡＮＯ」日開業

首
都
圏
の
総
合
活
動
拠
点

長
野
県

スペシャル＆　
オリジナル商品

オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
設
置

イ
ベ
ン
ト
客
の
ツ
ア
ー
も
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地
方
に
宝
と
可
能
性

伊豆箱根鉄道

駿豆線でスマホに
お得な情報を配信

旅
館
協
会
北
海
道
の
９
月
調
査

宿
泊
人
員
、前
年
下
回
る

舞鶴市

〝引き揚げのまち〟ＰＲ
世界記憶遺産に登録へ

奄
美
の
魅
力
ア
ピ
ー
ル

大
阪
で「
観
光
と
物
産
展
」

運輸局が発表

九州への外国人入国
１～７月で％増に

鹿
児
島
ゆ
か
り
の
地
巡
る

京
都
で
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

修
旅
生
の
手
紙

数
年
後
に
配
達

坂
の
上
の
雲

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

修
善
寺
駅
の

新
駅
舎
完
成

できる

むことができる

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
０
が
入
居
す
る
Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ビ
ル

　
長
野
県
は
首
都
圏
に
お
け
る
総
合
活
動
拠
点
「
銀

座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
　
し
あ
わ
せ
信
州
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー

ス
」を

日
、東
京
・
銀
座
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。県
、

市
町
村
、
企
業
等
が
連
携
し
て
活
用
す
る
オ
ー
ル
信

州
の
活
動
拠
点
に
な
る
と
と
も
に
、
拠
点
の
持
つ
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
を
生
か
し
て
信
州
フ
ァ
ン
を
増
や

す
。

　
〒
１
０
４
―
０
０
６
１
東

京
都
中
央
区
銀
座
５
の
６
の

５
Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
▽
☎
０
３
（
６

２
７
４
）６
０
１
５（
代
表
）

▽
営
業
時
間
・
午
前

時
～

午
後
８
時
▽
定
休
日
・
年
末

年
始

　
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
に
は

県
内
各
地
の
逸
品
が
そ
ろ
っ

て
い
る
が
、
「
ス
ペ
シ
ャ
ル

＆
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
の
商
品
も

注
目
だ
。

　
八
幡
屋
磯
五
郎
の
七
味
唐

辛
子
「
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

缶
」
（
４
０
０
円
）
や
ヴ
ィ

ラ
デ
ス
ト
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
プ

レ
ミ
ア
ム
ワ
イ
ン
（
５
５
５

１
円
）
な
ど
が
あ
る
。

　
県
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ア
ル
ク
マ
」
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ

モ
リ
（
２
Ｇ
Ｂ
、
１
９
４
４

円
）
＝
写
真
＝
は
銀
座
Ｎ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で
し
か
手
に
入
ら

な
い
。
座
っ
て
い
る
ポ
ー
ズ

な
の
で
、
デ
ス
ク
の
上
に
飾

っ
て
お
け
る
。

　
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
は
銀

座
５
丁
目
の
す
ず
ら
ん
通
り

に
あ
る
。
東
京
メ
ト
ロ
銀
座

駅
か
ら
徒
歩
１
分
と
ア
ク
セ

ス
も
よ
く
、
近
く
に
は
三
越

や
和
光
、
海
外
ブ
ラ
ン
ド
シ

ョ
ッ
プ
が
建
ち
並
ぶ
。

　
８
階
建
て
ビ
ル
Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

の
１
、２
、４
階
に
入
居
し
、

賃
借
面
積
は
約
４
０
０
平
方

㍍
。

　
１
階
は
「
シ
ョ
ッ
プ
ス
ペ

ー
ス
＆
旬
の
信
州
味
わ
い
コ

ー
ナ
ー
」
で
、
信
州
の
美
し

く
健
康
な
暮
ら
し
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
た
シ
ョ
ッ
プ
ス
ペ

ー
ス
と
な
る
。

　
果
物
や
野
菜
、
野
沢
菜
や

お
や
き
な
ど
の
伝
統
食
、
ワ

イ
ン
と
い
っ
た
信
州
が
誇
る

さ
ま
ざ
ま
な
特
産
品
を
季
節

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
取
り
そ

ろ
え
る
。
味
わ
い
コ
ー
ナ
ー

で
は
県
が
推
進
す
る
「
お
い

し
い
信
州
ふ
ー
ど（
風
土
）」

を
は
じ
め
と
し
た
信
州
の
味

覚
が
楽
し
め
る
。

　
２
階
は
「
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ

ー
ス
＆
観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
」
。
オ
ー

プ
ン
キ
ッ
チ
ン
を
備
え
た
イ

ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の

が
大
き
な
特
徴
で
、
「
こ
れ

ま
で
の
都
道
府
県
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
は
な
い
」
と

い
う
。

　
こ
の
キ
ッ
チ
ン
を
活
用
し

た
料
理
教
室
を
は
じ
め
、
信

州
の
暮
ら
し
、
歴
史
、
文
化

な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
参
加
型

イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
来
春
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
ほ
ぼ
決
ま

っ
て
い
る
。
夕
刻
か
ら
始
ま

る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
会
社

帰
り
な
ど
に
立
ち
寄
っ
て
参

加
で
き
る
の
も
魅
力
的
だ
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
を

募
り
、
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

を
出
発
地
と
す
る
ツ
ア
ー
も

計
画
し
て
い
る
。

月
中
旬

に
は
そ
の
第
１
弾
が
さ
っ
そ

く
実
施
さ
れ
る
。

　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ

ー
ナ
ー
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
が
置
か
れ
、
各
地
の
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
さ
ま
ざ
ま

な
観
光
情
報
を
自
由
に
閲

覧
、
収
集
で
き
る
。

　
４
階
は
「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
＆
移
住
交
流
・
就

職
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
。
専
門

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
長

野
と
首
都
圏
の
企
業
を
取
り

持
つ
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
も
行
わ
れ
る
。

□
　
　
■
　
　
□

　
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
は
県

と
信
州
・
長
野
県
観
光
協
会

が
運
営
主
体
と
な
る
。

　
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
▽
「
フ

ェ
ア
」で
な
く
、「
シ
ェ
ア
」

（
単
な
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
で
は
な
く
、
信
州
の
し
あ

わ
せ
を
シ
ェ
ア
す
る
場
に
）

▽「
伝
え
る
」だ
け
で
な
く
、

「
つ
な
が
る
」
（
信
州
と
首

都
圏
、
信
州
と
世
界
が
つ
な

が
っ
て
い
く
き
っ
か
け
を
生

み
出
す
場
に
）▽「
観
光
地
」

で
は
な
く
、
「
関
係
地
」

（
ヒ
ト
・
コ
ト
・
モ
ノ
を
通

じ
て
、
何
度
で
も
訪
れ
た
く

目
的
地
に
）
―
―

〈〉

小
泉
進
次
郎
内
閣
府
・
復
興
大
臣
政
務
官

も
出
席
し
た
横
須
賀
・
長
井
地
区
入
村
式

　
地
方
は
過
疎
高
齢
化
の
動
き

が
加
速
し
て
い
る
。
自
治
体
や

集
落
の
消
滅
が
取
り
沙
汰
さ
れ

て
お
り
、
地
方
の
存
続
が
危
う

い
。
政
府
は
地
方
創
生
大
臣
を

置
き
、
そ
の
対
策
を
推
進
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
そ
ん
な
農
山

漁
村
に
人
が
訪
れ
、
手
伝
い
、

仕
事
し
、
地
域
の
魅
力
と
価
値

を
理
解
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

創
生
の
流
れ
は
進
む
で
あ
ろ

う
。

　
食
糧
自
給
率

％
の
日
本
に

と
っ
て
、
食
糧
（
料
）
生
産
を

担
う
農
山
漁
村
の
現
実
、役
割
、

価
値
を
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
多

く
の
国
民
に
伝
え
た
い
。
つ
ま

り
は
、
現
場
を
訪
れ
な
け
れ
ば

真
実
は
伝
わ
ら
な
い
。
と
り
わ

け
、
未
来
を
背
負
う
だ
ろ
う
青

少
年
に
は
必
須
の
教
育
機
会
と

し
て
組
み
込
ま
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
れ
こ
そ
が
体
験
交
流
の

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
狭
い
国
土
の

％
が
森
林
で

あ
る
我
が
国
は
、
そ
の
森
林
を

生
か
さ
な
け
れ
ば
、
平
野
が
延

々
と
続
く
国
の
生
産
力
に
勝
て

な
い
。
林
業
従
事
者
が
５
万
人

に
も
激
減
し
た
林
業
に
女
性
や

若
者
が
増
え
始
め
て
い
る
。
戦

後
の
植
林
奨
励
か
ら

年
が
経

過
し
、
本
来
な
ら
大
径
木
と
し

て
建
材
に
活
用
さ
れ
る
時
期
で

は
あ
る
が
、
間
伐
放

置
林
が
あ
ま
り
に
も

多
く
成
長
が
止
ま
っ

て
い
る
。
植
林
奨
励

し
た
よ
う
に
、
間
伐

奨
励
と
国
産
材
利
用

促
進
の
政
策
が
必
要

で
あ
る
。
間
伐
材
の

有
効
利
用
の
促
進
に

向
け
て
始
ま
っ
て
い

る
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
な
ど
の

拡
大
も
必
要
に
な

る
。

　
食
卓
で
の
魚
離
れ

が
進
む
中
で
、
日
本

の
漁
業
の
未
来
も
厳
し
い
。
魚

食
を
振
興
で
き
る
の
は
、
魚
の

捕
り
方
も
、
さ
ば
き
方
も
、
お

い
し
い
食
べ
方
も
全
て
を
教
え

伝
え
ら
れ
る
漁
村
で
あ
る
。
鮮

度
は
、
都
市
で
も
金
で
は
買
え

な
い
生
産
現
場
の
魅
力
で
あ

る
。
農
作
物
も
同
様
に
田
畑
を

持
ち
、
新
米
や
取
れ
た
て
の
野

菜
や
果
物
を
食
べ
ら
れ
る
農
村

の
食
は
、
魚
介
類
も
、
米
や
野

菜
も
、
生
産
地
か
ら
送
ら
れ
て

い
る
赤
坂
の
高
級
料
亭
よ
り
も

優
位
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
は
、

海
も
、
山
も
、
田
ん
ぼ
も
、
畑

も
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
も
、

全
て
が
体
験
交
流
の
資
源
で
あ

り
「
宝
」
で
あ
る
。

　
東
京
都
心
か
ら

分
の
相
模

湾
に
面
し
た
横
須
賀
市
長
井
地

区
に
初
め
て
福
岡
県
か
ら
農
山

漁
村
生
活
体
験
（
民
泊
）
の
高

校
生
１
０
５
人
が
訪
れ
た
。


軒
の
民
家
に
滞
在
し
、
仕
事
を

手
伝
い
、食
事
作
り
を
体
験
し
、

交
流
を
深
め
た
。
生
徒
に
は
何

も
か
も
初
め
て
の
体
験
で
あ

り
、
「
自
分
た
ち
で
さ
ば
い
た

魚
は
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
」

「
も
う
一
泊
し
た
い
、
ま
た
来

た
い
」
と
満
面
の
笑
顔
。
受
け

入
れ
を
し
た
担
い
手
も
「
時
間

が
短
か
っ
た
」「
楽
し
か
っ
た
、

元
気
を
も
ら
っ
た
」
と
口
々
に

喜
び
を
表
し
た
。

　
入
村
式
に
は
、
こ
の
事
業
の

必
要
性
を
良
く
理
解
し
て
い
る

地
元
選
出
の
地
方
創
生
を
担
当

す
る
大
臣
政
務
官
で
も
あ
る
小

泉
進
次
郎
氏
が
歓
迎
の
挨
拶
に

駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。
地
方
の

「
宝
と
可
能
性
」
を
生
か
す
時

が
来
て
い
る
。

　
（
体
験
教
育
企
画
代
表
・
藤

澤
安
良
）
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駅
舎
や
駅
前
広
場
が
新
し
く
な
っ
た
修
善
寺
駅

多々見市長

東
福
寺
勝
林
寺
で
座
禅
体
験

　
日
本
旅
館
協
会
北
海
道
支

部
連
合
会
は
、
会
員
旅
館
・

ホ
テ
ル
を
対
象
に
し
た
９
月

の
宿
泊
実
績
調
査
の
結
果
を

ま
と
め
た
＝
表
。
９
月
中
旬

の
記
録
的
な
豪
雨
の
影
響
な

ど
を
受
け
、
宿
泊
人
員
、
売

り
上
げ
と
も
に
前
年
同
月
の

実
績
を
下
回
っ
た
。

　
主
な
観
光
地
、
温
泉
地


地
区
に
所
在
す
る
旅
館
・
ホ

テ
ル

軒
の
回
答
を
集
計
。

　
宿
泊
人
員
は
前
年
同
月
比

３
・
７
％
減
、
売
り
上
げ
は

同
０
・
１
％
減
に
な
っ
た
。

前
年
同
月
に
対
し
て
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
の
は
、
宿
泊
人
員

で
は
４
地
区
、
売
り
上
げ
で

は
６
地
区
で
、
両
方
が
プ
ラ

ス
だ
っ
た
の
は
、
「
十
勝
川

・
然
別
湖
・
帯
広
・
帯
広
近

郊
」「
利
尻
・
礼
文
・
稚
内
」

「
小
樽
・
朝
里
川
温
泉
・
札

幌
」
の
３
地
区
だ
っ
た
。

　
豪
雨
で
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出

た
施
設
が
多
か
っ
た
ほ
か
、

９
月
の
３
連
休
は
前
年
が
２

回
だ
っ
た
の
に
対
し
今
年
は

１
回
だ
っ
た
影
響
も
。
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
情
勢
に
は
地
域

差
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
前
年
並

み
と
の
回
答
が
多
い
。

　
「
鹿
児
島
ゆ
か
り
の
地
ツ

ア
ー
ｉ
ｎ
京
都
」
が
５
日
、

京
都
市
内
で
開
催
さ
れ
た
。

鹿
児
島
県
大
阪
事
務
所
と
京

阪
電
鉄
の
共
同
企
画
で
、
旅

行
主
催
は
京
阪
電
鉄
。
日
帰

り
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
、
京
阪

電
車
・
天
満
橋
駅
（
大
阪
市

中
央
区
）
発
着
に
加
え
、
京

都
周
辺
か
ら
の
集
客
を
目
的

と
し
て
、
京
都
市
内
の
京
阪

電
車
の
東
福
寺
駅
発
・
清
水

五
条
駅
着
の
コ
ー
ス
も
設
定

し
た
。

　
関
西
と
鹿
児
島
県
と
の
関

連
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
、
鹿
児
島
県
へ
の

旅
行
需
要
を
喚
起
す
る
の
が

狙
い
。
今
回
で
４
回
目
。

　
関
西
地
区
の
中
で
も
京
都

に
は
、
幕
末
や
明
治
維
新
に

関
連
す
る
鹿
児
島
ゆ
か
り
の

地
が
多
数
存
在
し
て
い
る
こ

と
か
ら
４
年
後
の
明
治
維
新

１
５
０
周
年
に
向
け
、
京
都

に
あ
る
鹿
児
島
の
ゆ
か
り
の

地
を
紹
介
し
た
。

　
ツ
ア
ー
で
は
、
近
畿
で
の

薩
摩
藩
の
菩
提
所
・
東
福
寺

即
宗
院
、
篤
姫
が
養
女
と
な

っ
た
近
衛
家
か
ら
移
築
さ
れ

た
大
玄
関
の
あ
る
東
福
寺
勝

林
寺
、
京
都
御
所
近
く
の
薩

摩
藩
二
本
松
邸
跡
に
隣
接
す

る
相
国
寺
養
源
院
・
林
光
院
、

西
郷
隆
盛
と
月
照
が
倒
幕
の

密
談
を
重
ね
た
清
閑
寺
、
第

２
代
京
都
市
長
の
西
郷
菊
次

郎
（
西
郷
隆
盛
の
子
）
の
功

績
や
遺
品
な
ど
が
展
示
さ
れ

て
い
る
琵
琶
湖
疏
水
記
念
館

を
巡
っ
た
。
　

　
幕
末
維
新
史
研
究
の
第
一

人
者
と
知
ら
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
の
制
作
に
も
協
力

し
て
い
る
霊
山
歴
史
館
の
木

村
幸
比
古
・
副
館
長
と
木
村

武
仁
・
学
芸
課
長
が
ガ
イ
ド

と
し
て
同
行
。
鹿
児
島
県
か

ら
見
た
京
都
の
名
所
の
解
説

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
寺
院
で

も
住
職
ら
か
ら
薩
摩
藩
と
の

ゆ
か
り
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹

介
さ
れ
た
。
東
福
寺
勝
林
寺

で
は
座
禅
の
体
験
も
行
わ
れ

た
。

　
京
都
府
舞
鶴
市
は
８
日
、

シ
ベ
リ
ア
抑
留
や
引
き
揚
げ

に
関
す
る
資
料
の
ユ
ネ
ス
コ

世
界
記
憶
遺
産
登
録
に
向
け

た
取
り
組
み
や
、
東
京
で
初

め
て
展
開
す
る
観
光
誘
客
事

業
「
来
て
ー
な
舞
鶴
２
０
１

４
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
つ
い

て
東
京
都
中
央
区
で
説
明
会

を
行
っ
た
。

月
６
、
７
日

に
東
京
タ
ワ
ー
で
観
光
物
産

イ
ベ
ン
ト
も
初
開
催
し
、
舞

鶴
の
食
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
。

　
同
市
は
市
営
の
舞
鶴
引
揚

館
記
念
館
が
収
蔵
す
る
シ
ベ

リ
ア
抑
留
や
引
き
揚
げ
に
関

す
る
資
料
５
７
０
点
を
、
引

き
揚
げ
事
業
開
始

年
目
に

あ
た
る
２
０
１
５
年
に
、
世

界
記
憶
遺
産
に
登
録
し
よ
う

と
申
請
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
国
内
選
定
の
評
価

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
、
舞
鶴

引
揚
記
念
館
の
改
装
工
事
を

行
い
、
来
年

月
に
再
オ
ー

プ
ン
す
る
。

　
会
見
に
出
席
し
た
多
々
見

良
三
市
長
は
「
戦
後

年
近

く
経
ち
、
引
き
揚
げ
の
歴
史

も
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。


年
の
節
目
と
な
る
来
年
に
ユ

ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
の
登

録
を
実
現
さ
せ
る
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

　
新
た
な
展
示
室
で
は
検
索

シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
地
図
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
行
う
ほ
か
、

引
き
揚
げ
の
桟
橋
を
再
現
し

た
体
験
展
示
や
ド
ラ
マ
展
示

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
す
る
。
平

和
学
習
の
場
と
し
て
利
用
で

き
る
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
の
増

築
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ

い
て
は
、
東
京
の
飲
食
店
と

提
携
し
て
、
舞
鶴
で
収
穫
、

水
揚
げ
さ
れ
た
食
材
を
使
っ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
や

地
酒
を
提
供
す
る
フ
ェ
ア
を

開
催
す
る
予
定
。
ま
た
、
舞

鶴
の
歴
史
遺
産
観
光
の
あ
り

方
を
考
え
る
公
開
講
座
「
海

の
京
都
『
舞
鶴
学
』
講
座
」

を
、

月

日
に
東
洋
大
学

白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
す

る
。

　

月
６
、
７
日
に
開
催
す

る
東
京
タ
ワ
ー
で
の
食
の
イ

ベ
ン
ト
と
と
も
に
、
東
京
タ

ワ
ー
フ
ッ
ト
タ
ウ
ン
３
階
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は

日
ま

で
、
世
界
記
憶
遺
産
登
録
候

補
資
料
の
抑
留
体
験
画
を
中

心
と
し
た
特
別
企
画
展
示
を

行
う
。
体
験
会
と
し
て
シ
ベ

リ
ア
抑
留
中
に
使
用
し
て
い

た
防
寒
着
を
実
際
に
着
用
す

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行
う
。

　
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
（
松
山
市
）
は
、
修
学
旅

行
の
新
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、

学
生
の
手
紙
を
１
～
５
年
の

預
か
っ
た
後
、
指
定
の
住
所

に
届
け
る
「
坂
の
上
の
雲
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
レ
タ
ー
」
を
試

験
的
に
始
め
た
。
来
年
か
ら

本
格
的
に
実
施
す
る
予
定
。

　
学
生
生
活
の
思
い
出
、
卒

業
後
の
夢
や
希
望
な
ど
を
手

紙
に
し
た
た
め
、
未
来
の
自

分
や
家
族
に
送
る
こ
と
が
で

き
る
。
松
山
市
ら
し
く
俳
句

を
詠
ん
で
送
る
こ
と
も
提
案

し
て
い
る
。

　
受
付
窓
口
は
坂
の
上
の
雲

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
２
階
。
預
か

り
期
間
は
１
～
５
年
の
間
で

選
べ
る
。
料
金
は
１
通
３
０

０
円
。
定
型
の
封
書
で
、
レ

タ
ー
セ
ッ
ト
は
持
参
、
も
し

く
は
館
内
で
購
入
。

　
班
別
研
修
や
少
人
数
で
の

参
加
の
場
合
は
、
当
日
申
し

込
み
用
紙
を
記
入
し
た
後
、

控
え
が
渡
さ
れ
る
。
団
体
は

事
前
に
申
し
込
み
用
紙
を
提

出
し
、
後
日
預
か
り
書
が
発

行
さ
れ
る
。

　
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
、
今
年
度
は
試
験
的
に

学
生
を
対
象
に
し
て
い
る

が
、
来
年
度
以
降
は
来
館
し

た
全
て
の
人
が
参
加
で
き
る

よ
う
に
準
備
中
と
い
う
。
松

山
市
の
市
花
「
椿
」
の
デ
ザ

イ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
タ
ー

セ
ッ
ト
を
来
年
度
以
降
に
販

売
す
る
予
定
。

　
国
土
交
通
省
九
州
運
輸
局

は
６
日
、
法
務
省
の
出
入
国

管
理
統
計
を
基
に
、
九
州
へ

の
外
国
人
の
入
国
者
数
を
ま

と
め
た
。
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄

港
地
上
陸
を
含
め
た
今
年
１

～
７
月
累
計
の
外
国
人
入
国

数
は
、
前
年
同
期
比

・
４

％
増
の

万
１
千
人
に
な
っ

た
。

　
寄
港
地
上
陸
分
を
除
き
国

・
地
域
別
に
み
る
と
、
外
国

人
全
体
に
占
め
る
割
合
が


・
５
％
に
達
す
る
韓
国
が
同

６
・
０
％
減
の

万
７
千
人
。

７
月
ま
で
の
累
計
で
は
マ
イ

ナ
ス
だ
が
、
７
月
単
月
は
前

年
同
月
比
で
２
・
６
％
の
プ

ラ
ス
だ
っ
た
。

　
韓
国
以
外
の
７
月
ま
で
の

累
計
は
、
台
湾
が
前
年
同
期

比

・
０
％
増
の

万
人

（
構
成
比

・
１
％
）
、
中

国
が
同

・
６
％
増
の
６
万

７
千
人
（
同
７
・
２
％
）
、

香
港
が
同

・
４
％
増
の
４

万
２
千
人
（
同
４
・
５
％
）

だ
っ
た
ほ
か
、
米
国
が
同


・
３
％
増
の
２
万
２
千
人
、

タ
イ
が
同

・
３
％
増
の
１

万
８
千
人
に
な
っ
た
。

　
８
月
の
九
州
へ
の
外
国
人

入
国
者
数
（
速
報
値
、
ク
ル

ー
ズ
船
の
寄
港
地
上
陸
を
含

ま
ず
）
は
、
前
年
同
月
比


・
９
％
増
の

万
２
千
人
だ

っ
た
。

　
第
１
回
「
奄
美
の
観
光
と

物
産
展
ｉ
ｎ
大
阪
」
が
４
、

５
日
、
大
阪
府
豊
中
市
の
せ

ん
ち
ゅ
う
パ
ル
南
広
場
で
開

催
さ
れ
た
＝
写
真
。
大
阪
で

の
奄
美
群
島
の
観
光
や
物
産

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
初
め

て
。
設
置
さ
れ
た
観
光
案
内

コ
ー
ナ
ー
と
特
産
品
販
売
コ

ー
ナ
ー
に
は
、
多
く
の
来
場

者
が
詰
め
か
け
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
鹿
児
島

県
大
阪
事
務
所
が
実
施
し
て

い
る
「
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
か
ご
し

ま
！
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
の
Ｐ
Ｒ
や
奄
美
群
島

の
シ
マ
唄
芸
能
祭
を
開
催
。

物
産
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
黒
糖

焼
酎
や
鶏
飯
、
郷
土
菓
子
な

ど
が
販
売
さ
れ
た
。

　
鹿
児
島
県
の
奄
美
群
島

は
、
「
奄
美
・
琉
球
」
と
し

て
、
２
０
１
６
年
の
ユ
ネ
ス

コ
世
界
自
然
遺
産
へ
の
登
録

を
目
指
し
て
お
り
、
近
年
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
登
録

が
実
現
す
れ
ば
、
世
界
自
然

遺
産
と
し
て
国
内
で
５
番

目
、
鹿
児
島
県
は
屋
久
島
と

合
わ
せ
て
２
カ
所
の
世
界
自

然
遺
産
の
あ
る
県
と
な
る
。

　
伊
豆
箱
根
鉄
道
（
静
岡
県

三
島
市
）
は
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
向
け
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン（
ア
プ
リ
）「
得
ッ
パ
コ
」

を
用
い
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
連

動
型
情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス
を

駿
豆
線
（
三
島
―
修
善
寺
）

で
展
開
し
て
い
る
。
沿
線
の

宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
、
商

業
施
設
な
ど
約
１
０
０
施
設

の
お
得
な
情
報
を
発
信
し
て

い
る
ほ
か
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
を
開
催
し
て
い
る
。

　
実
証
実
験
と
し
て
９
月
に

情
報
配
信
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
を
開
始
。
情
報
配
信
は
来

年
２
月

日
ま
で
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
は
来
年
２
月

日

ま
で
。
シ
ス
テ
ム
の
運
用
や

利
用
状
況
を
検
証
し
、
本
格

運
用
に
つ
な
げ
る
。

　
駅
や
沿
線
の
一
部
店
舗
に

設
置
さ
れ
た
ア
ク
セ
ス
ポ
イ

ン
ト
か
ら
情
報
を
取
得
、
ア

プ
リ
に
掲
載
さ
れ
る
画
面
を

店
舗
や
施
設
で
見
せ
る
と
、

割
引
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の

特
典
が
受
け
ら
れ
る
。

　
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
駿
豆
線
１
日
乗
り
放
題

乗
車
券
「
旅
助
け
」
を
購
入

し
た
利
用
者
に
は
、
修
善
寺

駅
の
「
イ
ズ
ー
ラ
修
善
寺
」

で
先
着
２
０
０
人
に
「
わ
さ

び
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」
を
無
料
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
２
０
１
人
目
以

降
も
２
割
引
き
の
特
典
が
あ

る
。

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
沿

線

カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い

る
ス
ポ
ッ
ト
で
ア
プ
リ
を
起

動
す
る
と
、
ス
タ
ン
プ
が
入

手
で
き
る
。
ス
タ
ン
プ
の
数

に
応
じ
て
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
累
計
ス
タ
ン
プ
数
を
競

う
イ
ベ
ン
ト
も
同
時
に
開
催

し
て
い
る
。

　
得
ッ
パ
コ
の
ア
ク
セ
ス
ポ

イ
ン
ト
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る

修
善
寺
駅
の
駅
舎
は
、先
月
、

建
て
替
え
工
事
が
完
了
。
駅

の
開
業

周
年
を
迎
え
、
木

の
ぬ
く
も
り
と
香
り
に
包
ま

れ
た
新
し
い
駅
舎
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
。

　
駅
舎
は
、
切
り
妻
屋
根
２

棟
の
建
物
で
、
内
装
は
天
城

産
の
杉
を
使
用
し
た
癒
し
の

空
間
に
な
っ
て
い
る
。
新
駅

舎
の
整
備
に
は
、
著
名
な
建

築
家
で
東
京
大
学
名
誉
教
授

の
内
藤
廣
氏
が
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
参
加
し
た
。

　
駅
周
辺
の
整
備
も
進
み
、

駅
北
口
の
広
場
や
コ
イ
ン
パ

ー
キ
ン
グ
も
完
成
。
修
善
寺

温
泉
の
「
竹
林
の
小
径
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
植
え
込
み
な

ど
が
設
置
さ
れ
た
。


